
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１１教区２７７番長音寺 

住所：宮城県東松島市野蒜下沼１２６ 

 

寺院の被害 ・ 津波により、本堂、庫裡が全壊した。 

寺院の現状 

・ 震災で前住職が遷化した。現在、前住職の師匠が兼務している。 

・ 檀信徒の離散を心配しており、先の見通しが立たない不安がある。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなり、避難を強いられている檀信徒がおり。転居先が

広範囲であることから、居住先が把握できているのは６割程度である。 

・ 震災後、多くの檀信徒が離檀した。 

・ 役員も含め、檀信徒のほとんどが、仮設住宅や遠隔地に避難したままである。 

地域の現状 ・ 建築不可地域であり、集団移転になる可能性がある。 

復興の状況 

・ 現地での再建は難しく、移転せざるを得ない状況である。 

・ 移転に際して代替の用地はあるものの、開発の目途が立っていない、檀信徒

のほとんどが避難していることから、移転に関する話を進めることができな

い。 

（Ｈ２５.９.１現在） 

    

本堂全壊のため仮設のプレハブにて檀務等寺院運営を行っている。（撮影Ｈ２５.９.２７） 


